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のお宝を多数流通中から拾い上げている。しかし、その後の順調な経済成長で家計の状況が一服すと、コインはその取扱いの面倒さや使いでのなさから退蔵されるようになる。 退蔵に拍車をかけたのがクレジットカードや交カードの普及、そし 公衆電話の衰退と対になる携帯電話の普及である。ス パーなどの買い物の現場ではクレジットカードの利用が相当普及してきたが、現金もまだ多く使われている。しかし、客が払う現金はほとんどの場合紙幣のみで、端数までコインを併用して
きっちり払う人は多くない。スーパーは依然としてコインの大きな需要先だが、客が受け取ったコインはその の行き場を失ったのだ。コインの退蔵に最も頭を痛めているの 韓国銀行だ。造幣費用削減のため同行は二〇〇八年から毎年五月に「汎国民コイン交換運動」なるも を展開するなど、退蔵されたコイン 回収に躍起になっている。二〇一二年の同運動の回収成果は約四〇〇億ウォ 。
筆
者の一九九〇年代中盤におけ 推計では、発行残高のうち日常取引で活発に動いている部分（活動残高）に対する退蔵率は年約五％で、これによれば韓国の 間コイン退蔵額は約五〇〇億ウォン程度。つまり、同運動 より年間退蔵額に匹敵する額が日の目をみたことになる。
でも、一般の韓国人
にとって韓国銀行というのは雲の上の存在で、そこからの一声でこれだけの量が集まるということはおそらくかつての退蔵率を上回るペースで蓄積された膨大な退蔵ストックが背後に存在しているという気がしている。現地に赴いたら今度は改めて退蔵率推計を みたい。その日を楽しみ している。（おくだ
　
さとる／細亜大学アジア
研究所教授）
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